
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ◎ 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少しましたが、警報レベル

継続中です。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少しました。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は前週と同数です。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しました。

【 集団発生情報 】

２か所の保育施設においてそれぞれ新型コロナウイルス

感染症と咽頭結膜熱の集団発生がありました。手洗い、手

指消毒、換気、環境消毒を徹底しましょう。

【 感染症コラム ～アルコール消毒～ 】
• 消毒薬は、対象となる病原体への効果、対象物や人体

への影響、求められる消毒レベルによって、適切な消毒

方法を選択することが必要です。

• アルコール（エタノール・イソプロパノール等）は、手指消

毒や環境消毒等、日常の様々な場面で使用されている

消毒薬です。

• 芽胞菌を除くすべての細菌に有効で、短時間で効力を

発現します。一方、ウイルスでは、消化器症状をきたすも

のへの効果は期待できないため、注意が必要です。

• 刺激性があるため、粘膜や傷に対しての使用は禁忌で

す。また、揮発性や引火性があるため取扱いに注意が必

要です。

• アルコール消毒液は経年劣化や保存環境により濃度が

変化してしまうため、できれば濃度70%以上の製品を

使用するようにしましょう。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


